
プリオン病における神経変性阻害効果を持つ医薬品の探索 	


解　説	


1.  植物由来フシコキン，食品由来D-ロイシン，出芽酵母由来Unfoldinをプリオン
病に対する医薬品候補として同定した。	


2.  フシコキンはPrPCのミトコンドリアへの移行阻害から，結果として起こるミトコン
ドリアダイナミクス異常および細胞死を抑制した。	


3.  D-ロイシンはPrPSｃの合成阻害および既に形成されたプロテアーゼ抵抗性
PrPScの排除効果を示した。	


4.  Unfoldinは上記３の効果およびプロテアソーム系との連動で効率よいクリアラ
ンス活性を呈することが示唆された。	
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